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　2006年度実施報告書は、2005年度版の延長線上にある
ことは指摘するまでもないが、実証的で、具体的な地域
研究を行った。その内容の一部は以下のとおりである。
　カナダにおける大企業本社に関して、1977年の資料
は『Financial　Post　300』、1984年・1994年は『Financial
Post　500』、2003年の資料は『Business　FT500』
（National　Post特別号）により、立地動向を把握した。
〈カナダ主要州〉
　カナダにおける主要企業500社の本社立地動向をみる
と、州レベルでは基本的にオンタリオ州への一極集中
性が強いが、ここ20年で1984年の53．4％から、1994年に
は47．0％、2003年には44．6％に比重を低下させてきている。
トロント大都市圏レベルでは、市レベルよりも低下率は
緩やかで、大企業の本社立地が都心から周辺に広がりを
示していることがわかる。特に、1998年1月1日にトロ
ント市に合併されたノースヨーク市、エトビコーク市、
スカーボロ市といったかつての行政市、さらにその外側
に位置するミシサガ、マーカムなどに立地する傾向が
強い。ミシサガ市は1984年に26社、1994年に24社と、
全国都市のなかでもバンクーバー市についで5位を占
めた。2003年には40社に増加し、バンクーバー市を抜い
て4位にとなる。マーカム市への集中も顕著で、1984年
に1社、1994年には14社となり、全国7位となる。2003年
には13社で、全国ランク単独7位となる。
　ケベック州での本社立地動向はオンタリオ州と若干
異なる。州レベルでは、1994年まで絶対数・占有率と
もに増加を示すが、2003年は若干の減少となる。この
間、対州占有率においてモントリオール市は1984に
14．6％、1994年にユ3．0％、2003年には10．0％に大幅低下
する。大都市圏では、いち早く周辺市町村への分散的
立地示したことである。トロント大都市圏のミシサガ
市やマーカム市のような核的存在はモントリオール大
都市圏にはなく、2003年に最大の本社数をもつロンギィ
ル市でも6社にとどまる。
　両大都市での本社立地動態を比較検討すると、トロン
ト市の場合、本社数は1984年に4市32社～1994年に7市
53社、2003年には10市68社となる。これに対して、モン
トリオール市の場合、本社数は1984年の4市5社、1994
年14市に33社、2003年16市に34社が立地し、多極的分散
的なトロント市と分散立地的なモントリオール市の相異
が浮かび上がる。ちなみに、2007年3月13日高知空港で
発生した全日空胴体着陸事故で有名になった世界第3位
の航空機製造会社であるボンバルディア社の本社はモン
トリオール市を拠点とする巨大企業である。
〈カナダ西部諸州〉
　アルバータ州では、カルガリー市とエドモントン市
という2つの主要な都市が存在する。1984年に、前者
50社に対して後者9社、1994年では53社対7社、2003
年には59社対10社となり、カルガリー市に8割以上集
中している。カルガリー市の対全国比は、1984年の3
位・10．0％から、1994年には3位・10．6％、2003年には
モントリオール市を抜いて2位・11．8％と一貫して比重
を高めてきており、西部地域における本社立地の最大
中心に成長してきている。ブリティッシュ・コロンビ
ァ州の対全国比は、1984年の8．2％（41社）から1994年
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には10．2％（51社）に増加し、2003年には10．4％（52社）
となる。バンクーバー市は、1984年に7．4％（37社）、
1995年7．2％（36社）、2003年には7．0％（35社）へと絶対
数・占有率ともに、若干であるが低下を示す。逆にそ
の郊外では、リッチモンド市やバーナビー市に本社の立
地拡大がみられるようになる。その他、ケローナ市や
カムループス市といったロッキー山脈の中心都市やバ
ンクーバー島の州都ビクトリア市など限られた都市に少
数ながら本社立地がみられる。マニトバ州ではウイニペ
グ市のみ、サスカチュワン州ではレジャイナ市とサスカ
ツーン市の2市に若干の本社が立地するにとどまる。
〈カナダ大西洋岸諸州〉
　アトランティック諸州では、ノバスコシア州、ニュー
ファンドランド州、ニューブランズイック州あわせて
1984年に16社、1994年17社、2003年に17社が立地し、
ニュファンドランド州では1984年、1994年と1社ずつ
5市に分散していたが、2003年にはセントジョーンズ
市にすべて集約立地するようになる。ノバスコシア州
では、セントジョン市に1984年に3社と1994年に2社
と複数立地がみられたが、2003年にはモンクトン市や
フレデリクトン市に立地移動している。ノバスコシア
州は、ハリファックス市に3～4社の立地がみられる
他は1社の分散立地となる。
